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一昔前の子どもの歌で体験する自然

一一教育や保育に活かす一一

田中俊明

一昔前の子どもの歌のなかには、日本の自然の美しさ、人と自然とのかかわりを心豊

かにうたった歌がたくさんある。こうした歌が時代の流れの中で忘れ去られてしまうの

は残念なことである。たとえ忘れ去られはしないとしても、それらの歌を子どもたちが

実体験なしに、想像の中で歌うだけでは不十分である。歌の中の自然を実際に見たり感

じたり、体験することで子どもたちの心は豊かになるし、今後の教育や保育にも活かせ

るということについて、歌の中の自然を体験する視点や方法を紹介しながら考察した。
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1. はじめに

Aるさと

「故郷J(作詞:高野辰之，作曲:岡野貞一)という歌があるo ある年齢層以上の日本人がこの

歌を聞けば、遠い懐かしさを感じて、子どものころに山や川で遊んだ情景が脳裏に浮かんでくる
"るさと

のではないだろうか。「故郷Jという歌は、父母に守られ、山や川で友と共に生きものたちと遊

んだ体験をとおして形成された、自然の風景と混然一体となった感情がうたわれている。ふるさ

との風景は、心の奥に広がる原風景となる。「兎追ひしかの山 小鮒釣りしかの}l1Jという原風
，ふるさと

景のなかでの原体験は、その人の記憶の深層に堆積し、「夢は今もめぐりて 忘れがたき故郷」、

「雨に風につけても 思ひ出づる故郷」という心の核となり、大人になった後のものの見方や考

え方、感じ方など知性や感性のはたらきに大きな影響をおよぼす。さらに、心に安心をもたらす

拠り所ともなり、その拠り所にしっかりと根を張り、「志をはたして いつの日にか帰らん 山
ふるさと ふるさと

は青き故郷 水は清き故郷Jという自立して生きる力を育む。

人間も含めて動物個体の脳や身体は、環境に適応した行動をとるように進化してきた。個体の

脳や身体は閉じたシステムではなく、環境と関わりあうための聞かれたシステムである。遺伝

子の表現型というものは、その個(本の身体には限定されずに、その外部の環境へと拡張される

し(ドーキンス 1987)、心や知性というものも、脳や身体の中に限定されるものではなく、外

部の環境へと拡張されるということも近年言われるようになってきた(例:クラーク 2012，パ

レッ卜 2013，鈴木 2016)。心の在り処について、脳・身体・環境の境界をはっきりと線を引

いて分けられるものではないし、心というものは、脳・身体・環境がたがいに密接にかかわりあ
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い影響をおよぼしあう関係性のなかから創発してくるはたらきであるとも考えられる。こうした

視点から子どもたちの豊かな心の成長を考えると、子どもたちがどのような外部の環境といかに

かかわって育つのがよいのかを吟味することが重要になってくる。例えば、脳や身体への刺激が

限定された環境、言い方を変えれば、楽で快適で便利な人工的環境にかかわるだけでは、子ども

たちの人間らしい豊かな心の成長は制限されてしまうだろう。楽で快適で便利な文明の利器に頼

って、脳や身体を使わなければ、それらのはたらきは健全に育たない。また、文明の利器は何で

もしてくれるので、外部の環境と深く大きくかかわって主体的に生きることが難しくなるのは自

明の理である。一方で、楽で快適で便利な環境があれば、それにどっぷりとつかって抜け出せな

くなるのも人間らしい悲しい性であると言えてしまうところもある。ただそうは言っても、楽で

快適で便利な文明は、必ずしも人々の心を満たしてくれないし、時として人間に不幸をもたらす

こともありうる(佐倉 2013)。やはり、人間らしい豊かな心の成長のために、子どもたちがど

のような環境といかにかかわって育つのがよいのかを吟味する上で、「故郷」の歌の時代の、単

に楽で快適なだけではない、不便もある、多様な刺激に満ちた環境で育った一昔前の子どもたち

の姿は、ひとつの指標となると考える。また、ふるさとの身近な生きものたちに親しみそれらに

対する共感を育むこと、身近にある山や川がっくりだす風景(ランドスケープ)につつまれて遊

び、居心地の良さを感じる時間や機会をもつことで、それらの風景と強い心の結びつきを形成す

ることは、教育・保育におけるエコフォピア(環境への無関心・思避)を引き起こさないような

環境教育の方向性とも合致する(ソベル 2009)。
ふるさと

「故郷」の歌のみならず、一昔前の子どもの歌には、子どもたちが身近な自然に深く大きくか

かわり、さまざまな意味を見出して、人間らしい豊かな心を成長させるためのヒントが詰まった

歌がたくさんある。本論文では、それらの歌を関連のある風景ごとにまとめて、身近な自然とか

かわる視点や方法を紹介しながら、人間らしい豊かな心の成長について考察する。

2.散歩で出会う風景

自然の風景を感じる一番簡単で楽しい方法は散歩であろう。「五月の歌J(作調:オーヴアベッ

ク，作曲:モーツアルト，訳調:青柳善吾)でも、「楽しゃ五月 草木は萌え 小川の岸に す

みれにおう やさしき花を 見つつ行けば心もかろし そぞろ歩き」と春のそぞろ歩き(散

歩)の楽しさが美しくうたわれている。生活圏からそれほど遠くないところを散歩しでも、四季

を通じてなにかしら自然に出会うことができる。公園や緑地、海辺、川沿いの歩道から田畑の広

がる里山まで、全国どこでもどこか良いコースが見つかるはずである。いつでも気軽にできる

し、道草食ったり、寄り道したり、興味のおもむくままに自由に歩ける楽しさがある。ぶらぶら

歩くのが目的なのだから、目的地にたどり着けずに途中でやめてもよし、。生きものたちゃ風景と

の思わぬ出会いや発見があるし、歩いているうちに心も軽くなる。

近くになじみの道ゃなじみの場所をつくって頻繁に出かけてゆくのがよい。新しい場所では慣

れないのでなかなか自由になれないが、いつも来る慣れた場所ではより自由になれる。また、よ
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く知っている場所であればそれだけ危険も予測できるのでより安全に歩ける。できればなじみの

道や場所を歩いているときに、ポケットにノートとぺンを入れておき、いつどこでどんな自然や

生きものに出会ったかを記録して、後で地図に落としてみると、四季を通じてどこでどんな自然

に出会えるかがわかる。そうして作成したなじみの道や場所の自然マップは、教育や保育におい

て、身近な自然と子どもたちを結ひーつけるための活動を考える上でアイデアの尽きせぬ泉とな

る。さらに、自然マップを毎年更新していけば、その場所の自然の経年変化もわかる。
てて ゆ かわ

幼児の散歩の歌としては、「お手つないで野道を行けばみんな可愛い 小鳥になって 歌

をうたへば靴が鳴る」の「靴が鳴るJ(作詞:清水かつら，作曲:弘田龍太郎)がある。子ど

も期初期の子どもたちは、対象を観察するより対象になりきってしまうことを好むことが指摘さ

れているが(ソベル 2009)、この歌にはそうした幼い子どもの気持ちがよく表現されている。

幼児の知覚は、主観的、情緒的で、事物を事物としてとらえず人格化してとらえ、人と共通した

表情や運動を持つ対象として知覚することが知られている。このような知覚は相貌的知覚と呼ば

れている(東ほか 1978)。相貌的知覚は、幼児の精神構造が未分化であるためにおこるといわ

れているが、小鳥になりきって歌をうたえるような相貌的知覚があるからこそ、幼児に身近な自

然、や生きものに対する共感を育むという面を見逃してはいけないだろう。この自然や生き物に対

する共感は、将来自然科学への興味や環境保全への意識を高める感情面での土台となるのだか

り。

3.川の風景

i(ー)春の小JlIはさらさら流る 岸のすみれやれんげの花に 匂いめでたく 色うつくしく

咲けよ咲けよと ささやく如く (二)春の小川はさらさら流る 蝦やめだかや小鮒の群に 今

日も一日ひなたに出でて 遊べ遊べと ささやく如く (三)春の小}11はさらさら流る 歌の上

手ょいとしき子ども 声をそろえて小川の歌を 歌え歌えとささやく如く」と「春の小}IIJ(作

調:高野辰之，作曲:岡野貞一)は、自然に触れる心地よさをさらさらとよどみなく軽やかにう

たう。「春の小JlIJや「故郷」、「五月の歌」の歌にあるように、小川や川など水辺には魚やエビ

・カニなと‘の水生生物をはじめ、トンボやチョウなどの見虫、鳥や草花など生きものたちでにぎ

わい、子どもたちにたくさんの原体験を与えてくれる。筆者も子ども時代は栃木の田舎の中上流

域で川ガキとして育った。湧水池ではスナヤツメやゲンゴロウ、小川ではメダカやドジョウ、カ

エルやサワガニ、川ではカジカやヤマメ、アユやウグイなどと遊んだ。捕まえた魚は川原の石を

組んでかまどをつくり、流木を燃やして焼いて食べた。橋や岩から飛び込んで勇気を試した。泳

いで寒くなったら岩場に寝転がって甲羅干しをした。いまでも思い出すと川遊びをした感覚が身

体にありありとよみがえってくる。川と子どもの親しい関係が失われつつある現在の状況は、人

間らしい豊かな心の成長という点からみると残念なことである。全国の小川(用水路)や河川

は、高度経済成長期にコンクリートで固められたり、汚染されたりして生きものたちでにぎわう

かつての美しい景観が失われてしまった。しかしながら、その後の汚染を防止する法の制定、環
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境保全の意識の高まり、親水空間をつくりだす地域の取り組みなどから、美しい河川の景観や生

きものたちの営みが復活したところが少し増えてきたように感じる。大人がその気にさえなれ

ば、川と子どもの親しい関係もそろそろ復活させることができるのではないだろうか。

4.海の風景

一昔前の海の歌といえば「榔子の実J(作詞:島崎藤村，作IHI:大中寅二)の歌が第ーにあげ
ふるさと なれ

られるだろう。「名も知らぬ遠き島より 流れ寄る榔子の実一つ 故郷の岸を離れて 汝はそも

波に幾月」、遠き島から流れ着いた榔子の実に、漂白の身である自分を重ねて郷愁をうたった美

しい仔情歌である。海辺には相s子の実など木の実だけでなく、たくさんのものが流れ着く。貝

殻、サンゴ、ウニ、ヒトデ、海謀、魚、動物の死骸、骨、流木、石、砂、摩耗したガラスのかけ

ら、漁や釣りの道具、日本のほかの場所や外国から流れ着いたゴミや生活用品など。こうした漂

着物を拾って「榔子の実」の歌のようにその物の来歴を想像したり、推理したりするのは子ども

でも大人でも胸が踊る楽しみである。漂着した自然物を通して自然、について調べることもできる

し、博物標本のコレクションもできる。ゴミや生活用品など人工の漂着物を通して生活や文化、

社会や環境について思いをめぐらすのもよし、。藤村のように漂着物に着想を得た文学作品をつく

ってみてもおもしろし、。音楽やアー卜作品だってつくれるし、拾ったものを集めて工作をしても

楽しめる。こうした遊びはピーチコーミングと呼ばれている。発想次第で漂着物にさまざまな意

味を見出すことができる。漂着物をとおして海とその向こう側に広がる世界に対して深く大きく

かかわることができる。

海の歌としては「我は海の子J(作詞者・作曲者不詳)がある。 i(ー)我は海の子白波の さ

わぐいそべの松原に 煙たなびくとまやこそ 我がなつかしき住家なれ (二)生まれて潮にゆ

あみして 波を子守の歌と聞き 千里寄せくる海の気を 吸ひてわらべとなりにけり (三)高

く鼻っくいその香に 不断の花のかをりあり なぎさの松に吹く風を いみじき楽と我は聞く」

と、海と一体になって遊んで育つ子と‘もたちの姿がいきいきとうたわれている。海で泳いだり、

磯でいろんな生きもの見つけたり、捕まえた魚員を浜辺でたき火して食べたり、元気な一昔前の

子どもたちの姿が想像される。上記の川ガキの海パージョン、海の子たちの姿である。現代では

考えられない自由で元気な子どもたちの姿が思い浮かぶ。海の子や川ガキたちをもういちど取り

戻すことはできないのだろうか。子どもたちをあまり自由に放任しすぎて死亡事故が起こるよう

なことは避けねばならないが、だからといってあまりに過保護にしすぎては外部の環境と主体的

に関わって生きる力は育たなくなる。要はバランスが大事なのだ。現代の日本社会はそのバラン

スが過保護の方に傾きすぎているように感じる。過保護は、何かをするときにそのやり方や対処

方法をよく知らず、なおかっ失敗できないようなことをしなければならない時におこることが多

いのではなだろうか。例えば、ある大人と子どもが山へ遊びに行ってシマヘビに出会ったとす

る。その大人がへどのことをよく知らなかった場合、万が一子どもが帝へビにかまれたら大変な

ことになるから子どもをへビから遠ざけるだろう。しかし、シマヘビが無毒のおとなしいへビで
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あることを知っている大人ならば、そのへどを捕獲して子どもといっしょにじっくり観察したり

するかもしれなし、。子どもの安全管理のバランスをとり過保護をさける一つの方策として、親や

教育・保育者などが、身近な自然をよく理解し、そこで遊んでいるときに出会う可能性のある危

険への対処法を熟知して、それを子どもにきちんと教えることがあけ、られる。大人が子どもの将

来までの危険を全て排除することは不可能である。近所のガキ大将が消えてしまった現代におい

て、子どもに危険への適切な対処法を教えるのは大人の役目であろう。また、子どもは自然、の中

でたくさんの時聞を過ごし、小さな危険をいくつも経験するうちに、子どもなりに責任をとり危

険に対処する力を身に着けていくものである。危険だけに限らず、自然の中では楽で快適で便利

な人工的環境では必要のないような、さまざまな思考や判断が求められる。こうした無数の経験

の積み重ねは、「我は海の子」や「故郷」の歌にあるような子どもたちの生きる力を育むことに

つながると考える。

5.空の風景

一昔前の子どもの歌には夕方の空をうたった歌が目立つ。比較的有名な歌としては、「夕焼け

小焼けの赤とんぼ」の「赤とんぼJ(作詞:三木露風，作曲:111田耕作)、「夕焼け小焼けで日が

暮れて」の「夕焼け小焼けJ(作詞:中村雨紅，作曲:草川信)、「ぎんぎんぎらぎら夕日が沈む」
もみじ

の「夕日J(作詞:葛原しげる，作1111:室崎琴月)、「秋の夕日に照る山もみじ」の「紅葉J(作曲

:岡野貞一，作詞:高野辰之)などがあげられる。そのうち「夕焼け小焼け」と「夕日」は、夕

日とカラスの取り合わせや夕焼け空にただようしみじみとした情趣が、枕草子 (1962) にある

「秋は夕暮れ夕日のさして 山の端 いと近うなりたるに からすの寝どころへ行くとて 三

つ四つ 二つ三つなど飛び急ぐさへあはれなり」という文章と重なるところがある。他の「赤と

んぼ」ゃ「紅葉」にしても、夏の終わりから秋の初めにかけて、アキアカネなど赤とんぼが夕焼

け空を群飛する里山の風景、秋の澄んだ空気を通り抜けて射し込む夕日に赤く照らされてさらに

赤く色づく紅葉の山の風景と、秋の夕暮れに感じる情趣は枕草子と通じ合う。一日の終わり、明

るい昼から暗い夜に移り変わる端境の時、沈む夕日に哀愁や郷愁、無常を感じるのは、昔から日

本人に受けつがれてきた美意識なのであろう。さらに、夕日に「あはれ」を感じているかどうか

は不明であるが、野生のチンパンジーが樹に登って枝に座り込み、沈んでいく太陽、染まってい

く夕空をずっと眺めていたという報告もある(鈴木 1992)。もしかしたら夕日の美しさに感動

する心は、はるかに古い時代から受け継がれてきているのかもしれなし、。ひるがえって現代日本

の子どもや大人たちのなかに日々夕 11を眺めて心を動かされている人がどのくらいいるのだろう

か。「夕焼け小焼け」に「おててつないでみなかえろう からすといっしょにかえりましょ」と

「夕日」に「まっかつかっか空の雲 みんなのお顔もまつかっか」とあるように、一昔前の子ど

もたちはみんなで日が暮れるまで夢中になって遊んだあと、夕焼けを眺めながら家に帰った日々

の姿がうたわれている。まさにこのような環境の中から人間らしい豊かな心が育ってゆくのだと

考える。毎日は無理にしても、なるべく uが暮れるまで、子どもたちの顔が夕日で真っ赤に染ま
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るまで遊ばせてあげたし、。

夜空に関連した子どもの歌も目立つ。「菜の花畠に入り日薄れ 見わたす山の端霞ふかし

春風そよふく空を見れば夕月かかりて におい淡し」の「鵬月夜J(作曲:岡野貞一，作調:

高野辰之)、「出た出た月が」の「月J(作詞者・作曲者不詳)、「ささの葉さらさらのきばにゆれ

るお星さまきらきらきんぎん砂子」の「たなばたさまJ(作調:権藤はなよ・林柳波 作曲:下

総院ー)など、たくさんある。月見や七夕に代表されるように夜空を眺める文化も日本人に昔か

ら受け継がれてきた。しかし、明るい電気の明かりが夜空を照らす現代においては、夜空を眺め

る文化も失われつつある。とはいえ、本来夜は暗いものである。その暗閣のなかで輝く月や星を

眺めることで育まれる人間らしい心もあることを忘れてはならないだろう。カーソン (996)の

「センス・オブ・ワンダー」に、そのことを示す美しい文章がある。「夜ふけに、明かりを消した

まっ暗な居間の大きな見晴らし窓から、ロジャーといっしょに満月が沈んでいくのをながめたこ

ともありました。月はゆっくりと湾のむこうにかたむいてゆき、海はいちめん銀色の炎に包まれ

ました。その炎が、海岸の岩に埋まっている雲母のかけらを照らすと、無数のダイヤモンドを散

りばめたような光景があらわれました。このようにして、毎年、毎年、幼い心に焼きつけられて

ゆくすばらしい光景の記憶は、彼が失った睡眠時間をおぎなってあまりあるはるかにたいせつな

影響を、彼の人間性にあたえているはずだとわたしたちは感じていました。」もう説明は不要で

あろう。たまには部屋の電気を消して、子どもと一緒に夜空を眺めるのを恒例の行事にしたいも

のである。

6.雨と雪と北風の風景

気象をうたった子どもの歌はけっこうあるが、ここでは雨と雪と北風をうたった歌をとりあげ

る。雨をうたった楽しい歌として「あめふりJ(作詞:北原白秋，作曲:中山晋平)が真っ先に

浮かぶ。「ピッチピッチチャップチャップ ランランラン」と大好きなお母さんと一緒に雨の中

を長靴で水たまりを踏みながら帰る子どものうきうきとした気持ちが伝わってくる。「雨がふり

ます 雨がふる 遊びにゆきたし 傘はなし 紅緒の木履も緒が切れた」という同じ北原白秋作

詞の「雨J(作曲:弘田龍太郎)という歌もあるが、外で遊ばなければ雨であろうと晴れであろ

うとあまり関係ないだろう。外で遊びたし、からこそ雨の憂欝を感じるし、ままならない自然、と向

き合うからこそ耐え忍ぶ強い心も育まれる面もある。とはいえ、雨だからこそ楽しい、ままなら

ない自然を楽しむという前向きで元気な子どもの心を育ててあげたし、。そんなままならない気象

を楽しむ歌の代表として「雪J(作詞者・作曲者不詳)がある。「雪やこんこ あられやこんこ

降っても 降っても まだ降りやまぬ犬は喜び庭かけまわり 猫はこたつで丸くなる」と歌詞

に子どもは直接出てこないが、喜んで庭をかけまわる犬のように、この歌をうたって外へ飛び出

し、雪遊びをしてわくわくと心をときめかせた一昔前の元気な子どもの姿が想像される。もうひ

とつ別のままならない気象、北風を楽しむ歌として「たき火J(作詞:巽聖歌，作曲:渡辺茂)

があげられる。「かきねのかきねの まがりかどたき火だたき火だおちばたき あたろ
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うか あたろうよ きたかぜぴいぷう ふいている」とあるように、北風がぴいぷう吹いている

からこそ、みんなであたるたき火の暖かさをしみじみと感じることができるのである。感情が動

くのである。楽で快適で便利な人工的環境にかかわるだけでは、子どもたちの人間らしい豊かな

心の成長は制限されてしまうと上述したが、思い通りにならない自然とかかわるからこそ育まれ

る人間らしい心があることも、教育や保育や子育てにおいて欠かせない視点、であろう。

7.生きものたちの風景

「故郷」や「春の小JlIJでうたわれた時代の里山の風景は、その後の農林業の変化、過疎化、

外来生物などさまざ.まな原因からだいぶ変貌してしまった(高槻 2014)。しかしながら、変貌

した風景の中でも、どっこいたくましく生きている生きものもたちも、まだまだたくさんいる。

「手のひらを太陽にJ(作調:ゃなせたかし，作曲:いずみたく)のように、その気になりさえす

れば、都会でも田舎でも、血潮がまっかに流れる手のひらをもっぼくたちと生きものたちとの親

しい友だち関係を結ぶことはできる。そんな関係の中で、生きているから悲しい、生きているか

らうれしい、生きているから愛することを感じることができる。生きものがでてくる歌はたくさ

んあるので、ここでは現代の子どもと生きものとの良L、かかわり方を示唆できるような歌に限っ

て紹介する。

昆虫からは、「虫の声J(作詞者・作曲者不詳)のマツムシ、スズムシ、コオロギ、クツワム

シ、ウマオイなどの鳴く虫たち、「とんぼのめがねJ(作調:額賀誠志，作曲:平井康三郎)や

「赤とんぼ」のトンボ、「蝶々J(作詞:野村秋足・稲垣千頴，作曲:スペイン民話)のチョウ、

「ほたるこいJ(作調・作曲:わらべ歌，編曲:坊田かずま)や「蛍の光J(作詞者不詳，作曲:

スコットランド民謡，編曲:中田喜直)のホタルをとりあげる。

秋の夜に、川の土手、公園、緑地、田畑の周り、空き地など、草原や薮のある所に行けば、

「虫の声」にでてくるような鳴く虫たちのいろいろな声が今でもけっこう聞こえてくる。昔から

日本人は虫の音(鳥の声も同じ)を楽しむ文化を受け継いできたが、現在でも聞く耳さえもてば

文字通り「ああおもしろい 虫のこえ」なのである。秋の夜長に近所の草原や薮のある場所を散

歩してみてはどうだろうか。鳴く虫を採集して飼育しでもよい。

目線の低い子どもたちでも虫はすぐに見つけられるし、一昔前の子どもにとって、トンボやチ

ョウをはじめとしたさまざまな見虫は身近な存在であった。「赤とんぼ」の歌のように、竿の先

にとまっているトンボの目の前で指をくるくる回して捕まえて遊んだものである。大きくて速い

ヤンマやアゲハが欲しくて夢中になって追いかけた。虫好きの解剖学者である養老孟司(池田・

養老・奥本 2011)は、「虫を見つけて、身体を動かして捕まえて、標本にして調べて、考えて、

また虫を捕りに行く。しかもそれを、自然の中でやらなきゃいけない。脳の発達のためには最適

ですよ。」と述べているが、保育や教育において、身近な自然にいかにかかわるか、虫(魚にも

閉じことがいえる)など子どもに身近な生きものとの知恵くらべの中で子どもの知性は磨かれる

という視点を忘れてはいけないだろう。また、虫や魚を採ってよく調べることで、虫や魚をもっ
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と好きになり、虫や魚やそれらのすむ環境についての理解も深まり、ひいてはそうした環境を保

全する意識も高まるだろう。矛盾しているようだが、子どもが虫や魚を採って遊ぶことは、将来

的に虫や魚を保全することにつながると思う。もっと子どもに虫や魚を採って遊ばせてもよいの

ではないだろうか。

枕草子の昔から日本人に身近で親しまれてきたホタルも、環境破壊により一時期その数を減ら

した。しかし、各地で保全の取り組みがなされるようになって近年復活の兆しを見せている。初

夏になったら、ぜひ近くのホタルがいる場所を探して子どもを連れて行くとよいだろう。その際

には、上記の夜空を眺めるときとおなじで、ライトを消して暗閣のなかで観察するようにした
ふみ

い。そうすれば、蛍の光で書を読む、「蛍の光」の歌の世界が理解できる。

魚からは、「めだかの学校J(作詞:茶木滋，作曲:中田喜直)や「春の小川」のメダカをとり

あげる。メダカは目高と書くが、水面近くでくらし、水面に漂う餌を見つけやすく食べやすいよ

うに、目も口も上についている(岩松 2002)0 Iめだかの学校」は、水面をメダカが群れて泳ぐ

のをそっとのぞいて見る様子をうたっている。メダカの群れは各個体がそれぞれ生き残るために

集まった結果として、まとまった動きをしているだけで、特に群れをリードする先生はいない。

これはスズメなどの群れにも同様に言える(上田 1990)。この意味では、先生と生徒の区別が

つかない「めだかの学校」は生物学的には正しく、先生が子どもたちを率いる「雀の学校J(作

詞:清水かつら、作曲:弘田龍太郎)は誤りとなる。昔はどこにでもいたメダカは、人間活動の

影響を強く受けて生息数が激減し、絶滅危倶種に指定されている(岩松 2002)。しかしながら、

一部の地域では、コンクリー卜で固められた用水路や生活排水が流れ込むドプ川でもかろうじて

生き残っているメダカの姿をまだ見かける(フナやエピなどもまだいる)。子どもたちとこのよ

うな現代のメダカの学校をのぞいてみる必要もあるのではないだろうか。

鳥からは、「七つの子J(作調:野口雨情、作曲:本居長世)、「夕焼け小焼け」、「夕日」のカラ

ス、「鳩J(作調者・作曲者不詳)のハトをとりあげる。普段よく見かけるカラスには二種類ある

(三上 2015)。くちぱしの太いハシプトガラスと細し、ハシボソガラスである。ハシプトガラスは

主に街中、ハシボソガラスは主に聞けた公園、田畑、河川敷などにいることが多い。カラスを見

かけたらどちらのカラスか見比べてみよう。カラスのねぐらは基本的に決まっており(上田

1990)、夕方ねぐらに帰る様子が上記の歌にうたわれている。普段よく見かけるハトにも 2種類

ある(三上 2015)。ドバトとキジバ卜である。例外はあるが、ドバトは群れて行動するが、キ

ジバトは単独あるいは 2、3羽で行動している。よく町の公園でたくさん群れているのがドバト

である。「鳩」の歌に出てくるのはドバトであろう。キジバ卜はドバトに比べて目立たないが、

鳴き声は「デーデーポーポー」と目立つ。この声を聞いたことのある人は多いのではないだろう

か。烏は飛んで逃げるし、小さいものが多いので、ちいさな子どもにとっては見つけるのが難し

い。カラスやハトやカモの仲間など、人が多い場所で人馴れした鳥、近づくことができる鳥なら

ば小さな子どもでも興味をもちやすい。

春に咲くスミレがでてくる「春の小川」や「五月の歌」、秋に咲く薄紫色のキク(カントウヨ

メナ、ヨメナ、ノコンギクなど)がでてくる「野菊J(作詞:石森延男，作曲:下総院一)など、
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季節と植物をうたった歌は多L、。スミレや野菊をはじめ、道端や公園などで見かける野草の中に

は、可憐で美しい花がたくさんある。花だけでなくイネ科やカヤツリグサ科などの野草の穂にも

美しい造形をしたものがたくさんある。もっと野草に目を向けてみると思わぬ美しさを発見して

心が豊かになること請け合いである。身近な野草が、雑草として除草剤をまかれたり刈られたり

してしまうのは惜しいものである。近年、幼稚園や小学校でピオトープをつくるところが増えて

いるが、一番手軽なピオ卜ープづくりは、園庭や校庭の隅の雑草を刈らないでそのままにしてお

くことである。特に手入れをしなくても、放っておけばいろんな野草が生えてくる。草があれば

それを利用する虫が集まり、虫を食べる虫や小鳥が集まりといったように、生きものが豊かな場

所、つまりピオトープになる。子どもたちはそこで花を摘んだり実で遊んだり自由にできる。

8.おわりに

生きものである人間の脳や身体の遺伝的変化のスピードは万年単位のゆっくりとしたものであ

り、現代の人聞が自らを取り巻く環境を改変してゆく日進月歩のスピードにはついてゆけない。

教育や保育や子育てにおいて、人間らしい心がど‘のような環境といかに関わることで‘健全に育つ

のかを意識的に考えることは、 AIの日常生・活への浸透に象徴されるように、今後子どもたちを

取り巻く環境がますます楽で快適で便利な環境に変化してゆくことが予想されるなかで、きわめ

て重大な課題であると考える。これまで述べてきたように、日本の自然の美しさや人と自然との

かかわりをうたった一昔前の子どもの歌には、この課題を考えるうえでのヒントがたくさん詰ま

っている。こうした歌が時代の流れの中で忘れ去られてしまうのは残念なことである。たとえ忘

れ去られはしないとしても、それらの歌を子どもたちが実体験なしに想像の中で歌うだけでは不

十分である。歌の中の自然を実際に見たり感じたり、体験してこそ子どもたちの心は豊かに育つ

のだ。
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